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Studies on the Branched Flowering in Tulip 'Golden Harvest' 
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E 枝咲き花の分化 p 発育過程
1.材料および方法
1966年 山形県庄内砂丘畑の GoldenHarvestの球を 6月26日に掘上げ， 30 g前後の














1969年 前年の10月25日定植し，アー ノレ当り N，P， 
K各 2.14kgの肥料を元肥と追肥で施し 6月10日掘第l図 Golden Harvωtの校咲き
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第1表 チュー リ ッフ。球貯蔵室温 (1969)
¥月句 6月 7 jヲ 8 月 9 月
l貫目 下旬 lド |下 中 |下 中 |下
一吋 242C1 2321ベ28.0 260l2681268!ベ 20.1




7 月 6 日 ~7 月 15 日
7 月 16 日 ~7 月 31 日
8 月 1 日 ~8 月 10 日






















球貯蔵期間中 5 回，各区の 20~26 g球 2，26~ 












第3表球貯蔵温度とノーズ，花芽の発育状況 (1966G. H.) 
i 花の発育状況(花被長 mm)








， ー 7.24 8. 15 9. 6 9.24 10.15 
1室 i 30.5 g O 。 。 1 (7) 。 1 (8) 
20'C 、'29.9' 。 1 (5) 1 (7) 1 (8) 。
30'C 30.6 1 (5) 。 。 1 (8) 。
供試t)台数 2球
*花芽の発育程度 5外土佐擦分iじ 7心皮形成 B心皮完成
されて9月下旬までほとんど発育しなかった (第3表).




1967年 定植時の9月25日に調査の結果， 300C処理によりノー ズと花芽の発育は抑制さ
れ，特に 8月中下旬以降の高温処理の影響が大きかった.これに対し低温区，特にWC貯












7 月 1 日 ~7 月 21 日 30・c 2.1 12.5 
グ グ グ j毘 33.7 2.5 12.5 
7 月 21 日 ~8 月 11 日 30・c 34.0 2.1 11.0 
I! 必F グj毘 33.3 2.3 11.0 
8 月 11 日 ~8 月 31 日 30・c 3.7 1.7 9.0 
8 月 31 日 ~9 月 20 日 ノゲ 34.7 1.5 
7 月 1 日 ~8 月 11 日 I! 33.3 1.9 12.0 
7 月 21 日 ~ 8月 31 日 必ア 34.0 1.6 3.5 
8 月 11 日 ~9 月 20 日 1 34.7 0.9 
7 月 1 日 ~ 9 月 20 日室/，\ìl. 34.7 1.6 7.5 
I! I! 15'C 33.3 0.9 12.5 
I! ノツ 20'C 34.3 1.9 12.0 
'普通畑球 。:グ 室温l 32.8 1.3 4.0 
1 ノア 20'C 32.8 1.4 8.0 







温 度 処 理
7品目18. 61 8判9.16110.61 7.181 8. 61 8~271 9.16110. 6 
6 月 28 日 ~7 月 18 日 30'C 0.13 0.49 0.68 1.25 1.78 1.2 7.2 8.0 8.0 8.0 
/ 35'C 0.15 0.49 0.69 1.18 1.75 1.2 7.2 8.0 8.0 8.0 
グ 35~25'C 0.09 0.48 0.69 1.14 1.65 1.6 7.5 8.0 8.0 8.0 
6 月 28 日 ~8 月 7 日 30'C 0.12 0.48 1.09 1.55 1.4 7.2 8.0 8.0 
7 月 18 日 ~8 月 7 日 30'C 0.46 0.53 0.57 1.16 1.65 7.1 6.9 8.0 8.0 8.0 
ノツ 35'C 0.47 0.57 1.15 1.72 7.3 8.0 7.8 8.0 
// 35~25'C 0.44 0.63 1.21 1.73 7.1 8.0 8.0 8.0 
7 月 18 日 ~8 月 27 日 30'C 0.60 0.88 1.70 7.5 8.0 8.0 
8 月 7 日 ~8 月 27 日 30'C 0.69 0.77 1.17 1.76 7.8 8.0 7.9 8.0 
// 35'C 0.68 1.03 1.85 8.0 8.0 8.0 
ノア 35//25'C 0.74 1.32 2.05 8.0 8.0 8.0 
6月28日グ10月6日 20'C 0.79 1.21 1.80 8.0 8.0 8.0 
グ 室温 0.31 0.47 0.73 1.18 1.77 6.4 7.3 7.5 8.0 8.0 
*1.未分化 2.分化開始 3.外花被分化 4.内花被分化








花芽は 6月中に分化し，室温区では 7月18日には心皮形成期になり 8月下旬以降は心皮
が完成し，次第に生長していた.これに対し 6月下旬から高温条件におくとその聞は花芽
第7表高視処理が外仔球の花芽分化に及ぼす影響 (1969)
外仔球の葉数 | 花芽分化率 F~ 株当花茎数



















6 月 28 日 ~8 月 7































































































o I 0 I 0 I 2.3 I 1.2 
o I 20 I 10 I 1.8 I 1.2 
o I 0 I 0 I 1.8 I 1.1 
o I 0 I 0 I 1.6 I 1.1 
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第8表高温処理と校咲き花の分化発育状況 (1969)
校咲き 花の数と発 育程度*
t.fit 度 処 王虫
7月18日 8. 6 8.27 9.16 10. 6 
6 月 28 日 ~7 月 18 日 30・c 。 O 。 :(; 。1 35'C O 。 。 。
7 月 18 日 ~8 月 7 日 30・c 。 。 。 。 。
1 35"C 。 。 2 (7) 。
8 月 7 日 ~8 月 27 日 30・c 1 (吟 。 1 (7) 。
1 35'C 。 。 。
6 月 28 日 ~10月 6 日 20・c 。 。 。
























N.1ム P.1ムK.2.25 kgを，翌年3月25日に追肥として N.oムK.0.6 kgを施した.'
1967年に萌芽，出膏，開花期と，花茎，葉，花被の長さや枝咲き花の状態などを調査し
た.






第 9 表球貯蔵温度と崩芽，出蓄開花期 (1966~67)
7 月 8 日 ~9 月 23 日 自由 付 対t 3月5日
重 |球
i品菅期 開花 期
貯 蔵 is'¥l度 王米 数 芸誌 長
10'C' 26.4
g 
10 11.0cm ， 4月1日 4ι月25日i
15・C.i 28.2 23 5.5 4月8日 4月28日
20'C 29.9 22 2.0 4月14日 4月30日
25'C 31.0 22 1.5 4月18日 5月3日
30'C 30.6 22 1.5 4月18日 5月5日
室 j品I 30.5 25 3.0 4月16日 5月3日













25.1 I 6.6 I 4.6 
22.1 I 9.3 I 4.9 
23.8 I 10.9 I 4.7 
24.7 I 10.2 I . 5.0 
25.2 I 8.7 I 4.8 



















出 奮 始 IJfJ花始 花;i;長 校咲率
(異常花) 親球|仔球
C111 %1 ， g g 
7 月 1 日 ~7 )'J21日 30・c 4月13日 4月30日 1.4 60 。 26.7 5.9 
グ 汐I皇室 11日 4月28日 1.4 59 。 27.3 6.1 
， 7 月 21 日 ~8 月 11 日 30・c 11日 4月30日 1.4 59 。24.1 6:7 
// グil 12日 4月28日 1.8 62 。23.6 ，6:6 
8 月 11 日 ~8 月 31 日 30'C 14日 4月30日 1.9 57 。 29.5 6.9 
2.0(0.7) 8 月 31 日 ~9 月 20 日 I! 22日 50 l' 。 28.2 6.0 
7 月 1 日 ~8 月 11 日 I! 14日 5月1日 1.5 (1.3) 56 。 29.3 8.7 
1.9 (1.7) 
. ・'‘ ・ f 
7 月 21 日 ~8 月 31 日 グ 14日 5月1日 57 。28.3 6.9 
8 月 11 日 ~9 月 20 日 グ 17日 5月5日 1.8 (1.1) 54 。26.1 6.8 
7 月 1 日 ~9 月 2013 室温 15日 5月2日 1.2 (1.2) 55' 。26.6 6.6 
150C 10日 4月28日 1.2 (1.0) 68 O' 27:2- 5.4' I! 
品
I! 20'C 15日 5月1日 1.4 (1.0)1 ' 62' '0 27.5 '6;7 
普通畑球 グ 室is. 15日 5月2日 2.0 (1.7) 71 28.6 29.7 9.7、
ノア I! 200C 15日l 5月2日 1.1 69 5.6 28.6 8.8 






















は 4~5葉，側茎は 4葉内外であった(第 9 ， 10表)，























































































6月12日 6 月 13 日 ~7 月 3 日 15・c
I! 。 20・c
I! グ 30'C
6 月 13 日 ~7 月 23 日 15'C1 
11 ノア 20'C 
I! グ 30'C
6 月 13 日 ~10月 3 日室温
6 月 21 日 ~7 月 11 日 15'C
I! I! 20'C 
30・C1 24.5 1 1.6 1 70 1 50.0 1 1.6 1 4.2 1 7.7 1 3.5 I! I! 






























グ 16 月 21 日 ~7 月 31 日 20・c 1 27.8 1 1.5 I 71 I 11.8 I 1.1 I 4.5 I 7.5 I 3.5 
ρ! グ 30・Cト 25.6I 1.3 I 67 I 14.3 I 1.1 1.4.7 I 7.0 I 3.0 









6 月 28 日 ~7 月 18 日
I! 
4.4 25 。 。 44.3 19.H' 
4.6 44 10.5 。 41.0 18.7 
4.3 。 。 O 40.0 13.8 
4.7 。 。 。 50.9 
2105.6 0 4.3 10 10.0 5.5 45.8 
4.5 。 。 。 57.6 20.5が
4.2 。 。 O 50.7 
4.3 1 。 O 42.7 
4.4 。16.0 36.8 42.6 
膏，開花期が阜く，草丈や花の大きさもすぐ 第14表校咲き花の分枝葉位 (1970)
れていた (第11表). 花茎葉数 A <; 






































始めか遅くも 7 月中と恩われた.例えば1966年の 7 月 24 日必はノーズの 2~3葉聞に雄ず
い形成期の花芽が明瞭に観察され 8月6日以降に観察された枝咲き花は発育がさらに進
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Summary 
It is known that the branched flower which frequently arises in a tulip 
'Golden Harvest' is induced by the high temperature conditions in summer， but 
litt1e work has been done in order to estimate the cause of branched flower 
induction. The present study was designed to clarぜythe process of differentiation 
and development of branched flower buds and the effects of high temperature 
on the induction of branched flower. 
ln 1966 the branched flower buds in development of stamens were observed 
on the 24 th of July， and with further development in August and September. 
This observation indicated that the differentiation of branched flower buds is 
initiated in July and also may be resu1ted from the environmental conditions in 
June and July. 
ln these experiments of 1966， the evidence that the high temperature 
treatment for dry bulbs accelerated the branched flower induction was similar 
to that described in the other study (Hagiya and Amaki 1969)， but in 1967， 1968 
and 1969 the bulbs under room temperature produced more branched flowers 
than those of 30.C storage. In the results of 1967 it was found that branched 
flowers of 28.6 per cent arose in the plants grown from the bulbs produced in 
field soils， while the plants grown from the bulbs produced in the sand dune 
soils did not induce the branched flower at all. 
From the results of these experiments it seemed that the branched flowering 
in tulip 'Golden Harvest' was induced by the cumulative influences of the 
environmental conditions before and after digging， such as soil temperature， 
curing treatment， and storage temperature in ear1y stage of bulb storage. 
The inhibition of apical dominancy in the bulbs by the high temperature 
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during storage in early summer may be responsible for the induction of branched 
flower buds in leafaxi1 of the nose. 
~36 
